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楠ノ木白竜天神

くまとりこうりゅう　　　　　　　れんがかん
熊取交流センター煉瓦館

所在地：堺市北区金岡町 2866 番地
最寄駅：地下鉄御堂筋線新金岡駅より南東徒歩 20 分
見学：境内は自由

　日本最古の官道（今の国道）と呼ばれ
る竹内街道を西に面する金岡神社は仁和
年間（885 〜 889 年）の創建と伝えら
れる。金岡神社の名称は一般的には金属
にまつわる神様を祀る神社をさすが、一
条天皇の御代（986 年頃）勅命により画
聖巨勢金岡卿を合祀することとなり現在
の金岡神社と称することとなった。巨勢
金岡とは平安時代前期の宮廷画家であり
大和絵の様式を確立させた功労者とされ
現在の日本画にも大きく影響を及ぼして
いる。江戸時代後期に滝沢馬琴によって
書かれた「南総里見八犬伝」では巨勢金
岡の描いた「目なしの虎」に眼を入れる
とその虎が暴れまわり主人公の一人であ
る「親兵衛」が退治をするシーンが描か
れるほどで当時も有名であったことが伺
われる。金岡神社は日本画の大祖である

画聖「巨勢金岡卿」を祀る唯一の神社で
ある。かつては堀に囲まれた境内であっ
たが、現在はその一部しか残されていな
い。楠の大木に囲まれた本殿は、旧本殿
が昭和 9 年の室戸台風で倒壊し昭和 12
年に建築史の大家天沼俊一博士の指導に
より江戸初期の古式として再建され現在
に至る。本殿背後の楠は、樹齢 800 年
を超える巨木であったが、台風により倒
木、その大きな幹から新たな幹が成長し、
楠ノ木白竜大神として祀られている。
　大正末期より絵画・技芸の上達を願う

「画神祭」が毎年 5 月 3 日に行なわれ、
式後社務所で席上揮毫会を開催されてい
た。しかしながら近年では参加する日本
画家がいないため祭事が行なわれていな
いことは残念なことである。

（桑原宏明）

所在地：泉南郡熊取町五門西 1 丁目 10-1
　　　　熊取交流センター 煉瓦館
最寄駅：JR 阪和線 熊取駅から南海バスにて山の手台
　　　　又は小谷行きの「五門」下車、北へ徒歩約 1 分
開館時間：9：00 〜 22：00、原則第 4 水曜日が休館
TEL：072-453-0391

　この施設は昭和初期に建設された中林綿
布工場を平成7年に熊取町が買い取り、平
成10年に財団法人日本ナショナルトラスト
による観光資源保護調査を実施の上、平成
12~13年にかけ保全活用の基本計画や基本
構想を策定し、保存再生したもので、レンガ
壁は建設当時のものをそのまま活かし、のこ
ぎり屋根を再現するなど工場の雰囲気を残
しながら、近代化遺産として後世へ継承する
べく、熊取町が平成17年11月に煉瓦館という
名称で新しくオープンさせたものである。
　敷地面積は9167㎡、鉄骨造一部鉄筋コン
クリート造で平屋で建築面積は1967㎡、延
べ床面積は2005㎡で設計監理は株式会社
東畑建築事務所、施工は株式会社奥村組が
行ってる。
　この施設は、熊取町の繊維産業の歴史を
語る上でも重要な産業遺産であり、気かん

室、事務所棟、受電室は町の指定文化財に
なっている。
　交流ホールには工場操業時に最後まで使
用されていた広幅綿織機が置かれてあり、ま
た、中庭（屋外ギャラリー）には、気かん室
にあったランカシャボイラやプレス機もオブ
ジェとして展示されている。
　この施設は生涯学習をはじめ、芸術文化
活動や歴史体験学習、軽スポーツなど、幅広
い活動に利用できる施設で、熊取の歴史や文
化を体験し、学ぶことができる資料展示（体
験ホール）や本格的な藍染めができる工房、
既存のレンガ壁を活かした壁面ギャラリーな
どがあり、さまざまな催しを開催している。
　なお、これらの施設は、各種研修会、展示
会、発表会、教室などとして一般利用するこ
とができるのでお気軽にご利用ください。

（平塚隆史）
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